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1.  21年3月期の連結業績（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期 62,598 △12.0 825 0.3 489 △0.7 326 45.1
20年3月期 71,172 1.0 822 33.2 493 124.1 224 △70.1

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

21年3月期 2.30 0.77 6.6 1.0 1.3
20年3月期 1.61 0.74 4.8 1.0 1.2

（参考） 持分法投資損益 21年3月期  ―百万円 20年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期 48,069 5,065 10.5 △32.07
20年3月期 49,237 4,780 9.7 △36.43

（参考） 自己資本   21年3月期  5,065百万円 20年3月期  4,780百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

21年3月期 2,040 △1,184 △794 880
20年3月期 496 △932 △629 819

2.  配当の状況 

 

1株当たり配当金 配当金総額
（年間）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

20年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
21年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
22年3月期 

（予想） ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

3.  22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

24,560 16.5 △880 33.4 △1,050 29.6 △1,150 25.8 △8.08

通期 70,490 12.6 1,080 30.9 720 47.2 530 62.6 3.72

-1-



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変
更に記載されるもの） 

（注）詳細は、15ページの「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期 142,553,965株 20年3月期 139,853,965株
② 期末自己株式数 21年3月期  186,682株 20年3月期  158,922株

（参考）個別業績の概要 

1.  21年3月期の個別業績（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期 61,624 △12.0 701 △0.3 376 △51.5 243 △7.2
20年3月期 70,049 1.8 703 44.8 775 △19.2 261 △60.8

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

21年3月期 1.71 0.57
20年3月期 1.87 0.86

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期 47,676 4,715 9.9 △34.88
20年3月期 48,633 4,514 9.3 △38.63

（参考） 自己資本 21年3月期  4,715百万円 20年3月期  4,514百万円

2.  22年3月期の個別業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、様々な不確定要素が内在しているため、実際の業績等は予想数値と
異なる可能性があります。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

24,380 17.2 △910 28.6 △1,080 24.9 △1,160 21.1 △8.15

通期 70,130 13.8 1,020 45.5 660 75.5 500 105.8 3.51
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当連結会計年度におけるわが国経済は、米国発の金融危機による影響が世界の実体経済に波及するな

か、輸出の落ち込みや円高の進行、資源高等により企業収益は減少に転じ、また、年度後半にかけては

生産調整の加速に伴い、雇用情勢が急速に悪化するなど、景気は後退色を強めながら推移いたしまし

た。 

道路建設業界におきましても、公共事業の減少傾向が続くなか、景気後退による設備投資意欲の減退

や不動産市況の低迷を受け、建設市場は一段と冷え込み、年度前半における原油価格高騰による影響も

相俟って、経営環境は引き続き厳しい状況となりました。 

このような情勢のもと、当社グループでは、収益の源泉となる工事受注の確保や舗装用資材の販売促

進等に全力を挙げて取り組むとともに、効率性の向上やコストコントロール、製品販売価格の改定に注

力するなど、グループ一丸となって収益の改善に努めてまいりました。 

しかしながら、事業環境の悪化による影響を回避するには至らず、当社グループの業績につきまして

は、受注高（製品売上高および不動産事業等売上高を含む）は686億68百万円（前年同期比0.7％増）、

売上高は625億98百万円（同12.0％減）、経常利益は４億89百万円（同0.7％減）、当期純利益は３億26

百万円（同45.1％増）となりました。 

  

部門別の事業の概況は以下のとおりであります。 

なお、完成工事高、売上高については「セグメント間の内部取引高」を含めた金額を、営業利益につ

いては「消去または全社」考慮前の金額をそれぞれ記載しております。 

  

建設事業におきましては、市場環境の激変が続くなか、引き続き本支店・各事業所が連携を強化

し、技術提案力の向上、環境関連技術をはじめとする差別化商品の営業展開に注力するとともに、工

事利益の改善に向けた新たな施策に全社を挙げて取り組むことにより、収益の確保を図ってまいりま

した。 

しかしながら、当連結会計年度の業績につきましては、企業間競争の激化に加え、前年度からの繰

越工事高の減少、資材価格の高騰による影響などにより、受注高は482億95百万円（前年同期比1.4％

減）、完成工事高は422億24百万円（同18.7％減）、営業利益は７億62百万円（同45.3％減）にとど

まる結果となりました。 

なお、当連結会計年度における主要な受注工事および完成工事は、次のとおりであります。 

 

1. 経営成績

(1) 経営成績に関する分析

 ①当期の経営成績

「建設事業」

主要受注工事

発   注   者 工       事       名 工事場所

東日本高速道路株式会社 東北自動車道花巻～滝沢間舗装補修工事 岩 手 県

西日本高速道路株式会社 第二京阪道路枚方舗装工事 大 阪 府

国土交通省北陸地方整備局 田伏・大和川舗装工事 新 潟 県

国土交通省中部地方整備局 平成２０年度伊豆縦貫塚原道路舗装工事 静 岡 県

国土交通省近畿地方整備局 ２号須磨浦通電線共同溝工事 兵 庫 県

国土交通省中国地方整備局 倉敷立体中島地区舗装工事 岡 山 県
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舗装資材製造販売事業におきましては、道路建設投資の減少が続く厳しい事業環境のなか、引き続

き製造効率の向上や高騰が続いた原材料価格の価格転嫁を進める一方、今後の成長が見込まれる再生

事業の強化に向け基幹工場のリサイクル設備を更新するなど、収益の拡大、さらには将来を見据えた

事業基盤の強化にも積極的に取り組んでまいりました。 

その結果、当連結会計年度の業績につきましては、製品売上高は281億９百万円（同3.2％増）、営

業利益は28億18百万円（同80.5％増）となりました。 

不動産事業等におきましては、売上高は６億33百万円（同4.4％減）、営業利益は97百万円（同

11.7％減）となりました。 

  

今後の経済情勢につきましては、世界同時不況の様相が強まるなか、平成２１年度の実質国内総生産

は２年連続でマイナス成長になるとの見方が示されており、国内景気が下げ止まり、さらに回復に向か

うにはなお相当の時間を要するものと思われます。 

道路建設業界におきましても、政府の経済対策による一時的な建設需要の増加は期待されるものの、

国・地方の財政状況を反映した公共投資の抑制傾向は今後も続く見通しであり、厳しい経営環境が続く

のは必至の情勢であります。 

このような状況を踏まえ、当社グループといたしましては、全社を挙げて収益力の向上、財務基盤の

強化に向けた取り組みをより強力に推進し、業績の回復を期してまいります。  

なお、次期の見通しとしては、売上高704億90百万円、経常利益７億20百万円、当期純利益５億30百

万円を見込んでおります。  

発   注   者 工       事       名 工事場所

国土交通省九州地方整備局 佐賀４９７号浜玉地区舗装工事 佐 賀 県

防衛省南関東防衛局 防大（２０）競技場改修土木その他工事 神奈川県

独立行政法人都市再生機構 平成２０年度盛岡南道路整備工事 岩 手 県

東京都 路面補修工事（１の９・遮熱性舗装） 東 京 都

主要完成工事

発   注   者 工       事       名 工事場所

西日本高速道路株式会社 南大阪管内舗装補修工事 大 阪 府

国土交通省北海道開発局 一般国道３６号札幌市月寒中央電線共同溝設置工事 北 海 道

国土交通省東北地方整備局 東野道路改良舗装工事 山 形 県

国土交通省関東地方整備局 百里飛行場北側滑走路舗装他工事 茨 城 県

国土交通省中部地方整備局 平成１９年度１９号春日井共同溝路面復旧工事 愛 知 県

国土交通省四国地方整備局 平成１９年度沖浜地区電線共同溝（その２）工事 徳 島 県

国土交通省九州地方整備局 福岡２０１号多田地区舗装工事 福 岡 県

農林水産省東北農政局
平鹿平野（二期）農業水利事業皆瀬４号幹線用水路（その
１）工事

秋 田 県

東京都 街路築造工事（１９北北－小平３・３・８） 東 京 都

東京港埠頭株式会社
平成２０年度大井北バンプール整備及び大井北シャーシー
プール改修工事

東 京 都

「舗装資材製造販売事業」

「不動産事業等」

 ②次期の見通し
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資産の状況につきましては、固定資産は有形固定資産の増加により１億71百万円の増加となりまし

たが、完成工事未収金の減少などにより流動資産は13億40百円の減少となり、当連結会計年度末の資

産合計は前連結会計年度末と比較して11億68百万円減少し、480億69百万円となりました。 

負債の状況につきましては、流動負債は支払手形や工事未払金の減少などにより６億48百万円の減

少となり、また、長期借入金の一部返済などにより固定負債が８億４百万円減少した結果、当連結会

計年度末の負債合計は前連結会計年度末と比較して14億52百万円減少し、430億４百万円となりまし

た。 

当連結会計年度末の純資産合計は、当期純利益３億26百万円を確保したことにより、前連結会計年

度末と比較して２億84百万円増加し、50億65百万円となりました。 

当連結会計年度におきましては、税金等調整前当期純利益４億34百万円を計上したことに加え、売

上債権の減少や未成工事受入金の増加などにより、営業活動によるキャッシュ・フローは、20億40百

万円の資金増加（前年同期は４億96百万円の資金増加）となりました。 

当連結会計年度におきましては、舗装資材製造販売事業にかかるプラント設備の更新や事業用地の

追加取得を実施したことなどにより、投資活動によるキャッシュ・フローは11億84百万円の資金減少

（前年同期は９億32百万円の資金減少）となりました。 

当連結会計年度における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済などにより、７

億94百万円の資金減少（前年同期は６億29百万円の資金減少）となりました。 

  

以上の結果、当連結会計年度における現金及び現金同等物の期末残高は前連結会計年度の期末残高と

比べ61百万円増加し、８億80百万円となりました。 

(2) 財政状態に関する分析

 ①資産、負債及び純資産の状況

「資産の状況」

「負債の状況」

「純資産の状況」

 ②キャッシュ・フローの状況

「営業活動によるキャッシュ・フロー」

「投資活動によるキャッシュ・フロー」

「財務活動によるキャッシュ・フロー」
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（注）自己資本比率：自己資本／総資産  

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産  

債務償還年数：有利子負債／キャッシュ・フロー  

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い  

※ いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

※ 株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

※ キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 

※ 有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象とし

ております。 

  

利益配分につきましては、業績の状況や財務内容、将来の経営環境等を総合的に勘案して決定してお

り、当期の配当につきましては誠に遺憾ながら見送らせていただくことといたしました。また、当社を

取り巻く事業環境を鑑みますと、中長期的に企業価値の向上を目指すためには、経営基盤を早急に強化

することが重要な経営課題となっており、本書提出日現在の予想では、次期につきましても配当を見送

らせていただく見通しであります。 

今後につきましては、全社を挙げて収益力の向上と財務基盤の強化に取り組み、株主の皆様のご期待

に添うべく早期復配に向け、業績の回復に努めてまいる所存であります。 

  

 ③キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成18年３月期 平成19年３月期 平成20年３月期 平成21年３月期

自己資本比率（％） 7.4 9.4 9.7 10.5

時価ベースの自己資本比率（％） 39.3 26.8 20.7 8.9

債務償還年数（年） 4.3 3.3 25.5 6.0

インタレスト・カバレッジ・ 
レシオ（倍）

13.9 10.8 1.4 5.7

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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２．企業集団の状況 
 
 

 当企業集団は、舗装・土木を主とする建設事業及び舗装資材の製造販売等を営んでいる当社（世紀東急工業㈱）､
子会社１０社、関連会社２社及びその他の関係会社２社で構成されておりますが、当企業集団各社の主な事業内
容と当該事業における位置付けは以下のとおりであります。 
 なお、当企業集団は東京急行電鉄㈱を中心とする東急グループの一員であります。 
 
建 設 事 業・・・当社と子会社であるやまびこ工業㈱、㈱大和舗道、ほくりく工業㈱、みちのく工業㈱及び 

中外エンジニアリング㈱、関連会社であるガルフシール工業㈱が営んでおります。 
               中外エンジニアリング㈱からは工事の一部を受注しております。また、その他の関係会社 
               である東急建設㈱及び東京急行電鉄㈱からも、工事の一部を受注しております。 
     舗装資材製造販売事業・・・当社と子会社である新世紀工業㈱、エスティ建材㈱及び若栗建材㈱、関連会社である能登 
               アスコン㈱が営んでおります。 
               新世紀工業㈱、エスティ建材㈱及び能登アスコン㈱からは製造された舗装資材の一部を購 
               入し、また、当社からも同社へ同様の製品の一部を販売しております。 
     不 動 産 事 業 等・・・当社は上記の事業の他にも不動産事業等を営んでおります。 
               子会社であるエス・ティ・サービス㈱は建設機械の販売及び自動車等のリース事業を営ん 
               でおり、当社はその一部を購入または賃借しております。 
               ㈱水戸プロパティーは不動産の賃貸事業を営んでおります。 
 

 
 
                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
建 設 事 業 

 
舗装資材製造 
  販売事業 

 
不動産事業等 

エ ス テ ィ 建 材 ㈱

ガ ル フ シ ー ル 工 業 ㈱

能 登 ア ス コ ン ㈱

（工事の発注）

（製品の販売）

（製品の販売）

（製品の販売）

(機械等の購入及び賃借) 

㈱ 水 戸 プ ロ パ テ ィ ー
（業務の委託） 

東 急 建 設 ㈱ 

東京急行電鉄㈱ 

中外エンジニアリング㈱
（工事の請負）

（工事の請負） 

（工事の請負） 

連 結 子 会 社 １０社 

関 連 会 社  ２社 

(注) 

その他の関係会社  ２社 

㈱ 大 和 舗 道

新 世 紀 工 業 ㈱

ほ く り く 工 業 ㈱

エス・ティ・サービス㈱

み ち の く 工 業 ㈱

や ま び こ 工 業 ㈱

若 栗 建 材 ㈱
（製品の販売）

世紀東急工業㈱ 
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当社は、「豊かな地域社会づくりに貢献する生活基盤創造企業」を標榜し、社会資本の整備を責務と

して事業を展開しております。当社グループにおいてはこの考え方をもとに、道路建設を主軸に土木、

水利・環境、舗装資材の製造販売等の事業領域を確保し、社会基盤整備の担い手として、健全な発展と

存続を目指しております。 

  

道路建設業界では、建設投資の縮小により厳しい事業環境を強いられており、中長期的にみても公共

事業費のさらなる減少が避けられないなか、今後とも企業間競争は熾烈を極めるものと予想されます。

また、顧客ニーズの多様化、構造改革への社会的要請の高まりなど、建設産業は大きな転換期を迎えて

おり、そのなかで企業が競争の優位性を確保していくためには、新たな市場環境への迅速かつ適確な対

応が必要不可欠となっております。 

当社グループでは、事業環境の変化に即応する対応力を強化するため、経営資源の効率的な活用はも

とより、公共工事における総合評価落札方式の普及や民間工事の受注拡大を見据えた営業体制の再構

築、今後とも成長が見込まれる環境関連事業の拡充、さらには事業活動の基礎となる人材の確保育成を

重点施策として位置づけ、引き続きこれらの実践に総力を挙げて取り組んでまいります。 

また、安定した経営基盤の確立に向け、あらゆる部門においてコストコントロールを徹底するなど、

全社を挙げて収益力の向上と財務体質の強化を図るとともに、顧客をはじめとする全てのステークホル

ダーの信頼を克ちとるべく、業績の回復はもとより、環境保全や品質確保、内部統制システムの整備な

どへの取り組みをより一層強化し、中長期的な企業価値の向上に努めてまいります。 

なお、当社グループでは以上の取り組みを通じて着実に業績目標を達成していくことを目指してお

り、平成２２年３月期においては、連結業績予想に記載のとおり営業利益10億80百万円、経常利益７億

20百万円の達成に努めるものとしております。 

  

3. 経営方針

(1) 会社の経営の基本方針

(2) 会社の対処すべき課題および中長期的な経営戦略ならびに目標とする経営指標
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4. 連結財務諸表

(1) 連結貸借対照表 

(単位：百万円) 

前連結会計年度 
(平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金預金 819 880 

受取手形・完成工事未収入金等 24,075 21,518 

未成工事支出金 3,748 5,079 

材料貯蔵品 426 315 

その他 2,957 2,875 

貸倒引当金 △142 △125 

流動資産合計 31,884 30,544 

固定資産 

有形固定資産 

建物・構築物 6,547 6,694 

機械、運搬具及び工具器具備品 15,418 15,642 

土地 12,087 12,296 

建設仮勘定 30 163 

減価償却累計額 △17,789 △18,208 

有形固定資産合計 16,294 16,588 

無形固定資産 176 148 

投資その他の資産 

投資有価証券 337 263 

破産更生債権等 896 919 

その他 375 379 

貸倒引当金 △725 △774 

投資その他の資産合計 882 787 

固定資産合計 17,353 17,524 

資産合計 49,237 48,069 

世紀東急工業株式会社（1898）　平成21年3月期　決算短信

-9-



  

(単位：百万円) 

前連結会計年度 
(平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

負債の部 

流動負債 

支払手形・工事未払金等 25,295 22,361 

短期借入金 1,372 1,579 

未払法人税等 33 102 

未成工事受入金 1,989 3,843 

完成工事補償引当金 81 144 

工事損失引当金 11 40 

賞与引当金 263 272 

その他 683 737 

流動負債合計 29,730 29,081 

固定負債 

長期借入金 11,665 10,665 

退職給付引当金 3,031 3,229 

その他 30 28 

固定負債合計 14,726 13,922 

負債合計 44,457 43,004 

純資産の部 

株主資本 

資本金 2,000 2,000 

資本剰余金 1,550 1,550 

利益剰余金 1,196 1,523 

自己株式 △17 △18 

株主資本合計 4,729 5,054 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 51 10 

評価・換算差額等合計 51 10 

純資産合計 4,780 5,065 

負債純資産合計 49,237 48,069 
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(2) 連結損益計算書 

(単位：百万円) 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

売上高 

完成工事高 51,950 42,224 

製品売上高 19,027 20,219 

不動産事業等売上高 194 154 

売上高合計 71,172 62,598 

売上原価 

完成工事原価 48,825 39,986 

製品売上原価 16,999 16,975 

不動産事業等売上原価 131 94 

売上原価合計 65,956 57,056 

売上総利益 

完成工事総利益 3,125 2,237 

製品売上総利益 2,027 3,244 

不動産事業等総利益 62 59 

売上総利益合計 5,215 5,541 

販売費及び一般管理費 4,392 4,716 

営業利益 822 825 

営業外収益 

受取利息 7 9 

受取配当金 6 5 

土地賃貸料 18 17 

雑収入 50 39 

営業外収益合計 82 71 

営業外費用 

支払利息 343 349 

雑支出 68 57 

営業外費用合計 411 407 

経常利益 493 489 

特別利益 

固定資産売却益 6 8 

貸倒引当金戻入額 29 8 

その他 6 2 

特別利益合計 42 20 

特別損失 

固定資産売却損 5 7 

固定資産除却損 80 12 

減損損失 69 － 

その他 79 55 

特別損失合計 235 75 

税金等調整前当期純利益 300 434 

法人税、住民税及び事業税 75 107 

当期純利益 224 326 
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(3) 連結株主資本等変動計算書 

(単位：百万円) 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

株主資本 

資本金 

前期末残高 2,000 2,000 

当期末残高 2,000 2,000 

資本剰余金 

前期末残高 1,550 1,550 

当期変動額 

自己株式の処分 － △0 

当期変動額合計 － △0 

当期末残高 1,550 1,550 

利益剰余金 

前期末残高 971 1,196 

当期変動額 

当期純利益 224 326 

当期変動額合計 224 326 

当期末残高 1,196 1,523 

自己株式 

前期末残高 △15 △17 

当期変動額 

自己株式の取得 △1 △1 

自己株式の処分 － 0 

当期変動額合計 △1 △1 

当期末残高 △17 △18 

株主資本合計 

前期末残高 4,506 4,729 

当期変動額 

当期純利益 224 326 

自己株式の取得 △1 △1 

自己株式の処分 － 0 

当期変動額合計 222 324 

当期末残高 4,729 5,054 
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(単位：百万円) 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

前期末残高 119 51 

当期変動額 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △68 △40 

当期変動額合計 △68 △40 

当期末残高 51 10 

評価・換算差額等合計 

前期末残高 119 51 

当期変動額 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △68 △40 

当期変動額合計 △68 △40 

当期末残高 51 10 

純資産合計 

前期末残高 4,626 4,780 

当期変動額 

当期純利益 224 326 

自己株式の取得 △1 △1 

自己株式の処分 － 0 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △68 △40 

当期変動額合計 154 284 

当期末残高 4,780 5,065 
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(4) 連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円) 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前当期純利益 300 434 

減価償却費 822 824 

減損損失 69 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △460 258 

賞与引当金の増減額（△は減少） 12 8 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 148 198 

受取利息及び受取配当金 △13 △15 

支払利息 343 349 

有形固定資産売却損益（△は益） △0 △1 

有形固定資産除却損 80 12 

売上債権の増減額（△は増加） △540 2,306 

未成工事支出金の増減額（△は増加） △190 △1,331 

仕入債務の増減額（△は減少） 1,730 △2,933 

未成工事受入金の増減額（△は減少） △784 1,854 

未払消費税等の増減額（△は減少） △137 △60 

その他 △486 612 

小計 893 2,517 

利息及び配当金の受取額 13 15 

利息の支払額 △338 △355 

法人税等の支払額 △71 △137 

営業活動によるキャッシュ・フロー 496 2,040 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

有形固定資産の取得による支出 △1,116 △1,171 

有形固定資産の売却による収入 36 22 

投資有価証券の取得による支出 △4 △0 

投資有価証券の売却による収入 5 26 

ゴルフ会員権の売却による収入 159 6 

短期貸付金の純増減額（△は増加） 2 － 

貸付けによる支出 △31 △65 

貸付金の回収による収入 12 14 

その他 2 △16 

投資活動によるキャッシュ・フロー △932 △1,184 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少） 372 207 

長期借入金の返済による支出 △1,000 △1,000 

その他 △1 △1 

財務活動によるキャッシュ・フロー △629 △794 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,065 61 

現金及び現金同等物の期首残高 1,220 819 

資金の範囲の変更による増加額 643 － 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 19 － 

現金及び現金同等物の期末残高 819 880 
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     該当事項はありません。 

  

  

       たな卸資産の評価基準及び評価方法 

      材料貯蔵品の評価基準及び評価方法は、主として移動平均法による原価法（収益性の低 
     下による簿価切下げの方法）によっております。 
     （会計方針の変更） 
      当連結会計年度より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会  
     平成18年７月５日 企業会計基準第９号）を適用しております。 
      この変更に伴い、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益は、それぞれ10百万  
     円減少しております。なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しておりま 
     す。 
  

  

  

      なお、上記以外は、最近の有価証券報告書（平成20年６月27日提出）における記載から 
     重要な変更がないため開示を省略しております。 

  

  

  
     （連結財務諸表） 
      前連結会計年度において「その他たな卸資産」として掲記していたものは、連結財務諸 
     表規則の改正により、当連結会計年度から「材料貯蔵品」に区分掲記しております。 

        〔追加情報〕 
  
      当社及び当社連結子会社は、減価償却資産の耐用年数等に関する平成20年度法人税法の 
     改正を契機として、機械装置の耐用年数について見直しを行っております。 
     これによる損益へ与える影響は軽微であります。 
  

(5) 継続企業の前提に関する注記

(6) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

  会計処理基準に関する事項

      〔表示方法の変更〕
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(注) (1) 事業区分の方法 

      日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分しております。 

(2) 各事業区分に属する主要な内容 

 
(3) 前連結会計年度における営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は2,268百万

円であり、その主なものは、提出会社本社の管理部門に係る費用であります。 

   当連結会計年度における営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は2,655百万

円であり、その主なものは、提出会社本社の管理部門に係る費用であり ます。 

(4) 会計方針の変更（当連結会計年度） 

当連結会計年度より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企

業会計基準第９号）を適用しております。 

   この変更に伴い、舗装資材製造販売事業の営業利益が１０百万円減少しております。 

  

 在外連結子会社がないため記載しておりません。 

  

 海外売上高がないため記載しておりません。 

(セグメント情報)

１. 事業の種類別セグメント情報
前連結会計年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日)

建設事業 
(百万円)

舗装資材
製造販売 
事業 

(百万円)

不動産
事業等 
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

Ⅰ 売上高及び営業損益

  売上高

 (1) 外部顧客に対する 
   売上高

51,950 19,027 194 71,172 ─ 71,172

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

─ 8,213 468 8,682 (8,682) ─

計 51,950 27,241 662 79,854 (8,682) 71,172

  営業費用 50,558 25,679 552 76,790 (6,440) 70,349

  営業利益 1,392 1,561 110 3,064 (2,241) 822

当連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日)

建設事業 
(百万円)

舗装資材
製造販売 
事業 

(百万円)

不動産
事業等 
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

Ⅰ 売上高及び営業損益

  売上高

 (1) 外部顧客に対する 
   売上高

42,224 20,219 154 62,598 ─ 62,598

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

0 7,890 479 8,369 (8,369) ─

計 42,224 28,109 633 70,968 (8,369) 62,598

  営業費用 41,462 25,290 536 67,289 (5,516) 61,773

  営業利益 762 2,818 97 3,678 (2,853) 825

建設事業………………………………舗装、土木、建築工事その他建設工事全般に関する事業

舗装資材製造販売事業………………アスファルト合材等舗装資材の製造販売に関する事業

不動産事業等…………………………不動産賃貸等その他事業

２．所在地別セグメント情報

３．海外売上高
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（注）算定の基礎 

   １ １株当たり純資産額 

 
   ２ １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益 

(１株当たり情報)

項目
前連結会計年度

(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

１株当たり純資産額 △36.43円 △32.07円

１株当たり当期純利益 1.61円 2.30円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 0.74円 0.77円

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

当連結会計年度末
（平成21年３月31日）

純資産の部の合計額 
(純資産額)(百万円)

4,780 5,065

純資産の部の合計額から控除する金額 
(純資産合計から控除する金額)(百万円)

9,200 9,050

（うち優先株式払込金額）(百万円) (9,200) (9,050)

普通株式に係る純資産額(百万円) △4,419 △3,984

１株当たり純資産額の算定に用いられた普
通株式の数（千株）

121,295 124,267

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

連結損益計算書上の当期純利益(百万円) 224 326

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式に係る当期純利益(百万円) 224 326

普通株式の期中平均株式数(千株) 139,704 141,746

潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定
に用いられた普通株式増加数(千株)

165,600 283,566

 （うちＡ種優先株式） (54,000) (94,000)

 （うちＢ種優先株式） (111,600) (189,566)
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（生産、受注及び販売の状況）
     

（単位：百万円）

前年連結会計年度 当連結会計年度

（自 平成19年４月１日 （自 平成20年４月１日 比較増減

区   分  至 平成20年３月31日）  至 平成21年３月31日）

金 額
構成

金 額
構成

金 額比率％ 比率％

建
設
事
業

アスファルト舗装 38,385 56.3 37,427 54.5 △957

受 コンクリート舗装 852 1.2 566 0.8 △285

 土木工事等 9,738 14.3 10,300 15.0 562

注      計 48,976 71.8 48,295 70.3 △681

 舗装資材製造販売事業 19,027 27.9 20,219 29.5 1,192

高  不動産事業等 194 0.3 154 0.2 △40

合   計 68,198 100.0 68,668 100.0 470

建
設
事
業

アスファルト舗装 40,797 57.3 32,697 52.2 △8,100

売  コンクリート舗装 546 0.8 873 1.4 326

 土木工事等 10,607 14.9 8,654 13.8 △1,952

上      計 51,950 73.0 42,224 67.4 △9,725

 舗装資材製造販売事業 19,027 26.7 20,219 32.3 1,192

高  不動産事業等 194 0.3 154 0.3 △40

合   計 71,172 100.0 62,598 100.0 △8,573

建
設
事
業

アスファルト舗装 11,624 80.5 16,355 79.7 4,730

繰  コンクリート舗装 306 2.1 ─ ─ △306

 土木工事等 2,510 17.4 4,157 20.3 1,646

越      計 14,442 100.0 20,512 100.0 6,070

 舗装資材製造販売事業 ─ ─ ─ ─ ─

高  不動産事業等 ─ ─ ─ ─ ─

合   計 14,442 100.0 20,512 100.0 6,070
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5. 個別財務諸表

(1) 貸借対照表 

(単位：百万円) 

前事業年度 
(平成20年３月31日) 

当事業年度 
(平成21年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金預金 702 826 

受取手形 1,212 1,052 

完成工事未収入金 14,869 12,257 

売掛金 7,398 7,934 

販売用不動産 59 52 

未成工事支出金 3,743 5,072 

材料貯蔵品 340 238 

短期貸付金 304 231 

未収入金 1,729 1,384 

その他 1,259 1,497 

貸倒引当金 △151 △138 

流動資産合計 31,468 30,409 

固定資産 

有形固定資産 

建物・構築物（純額） 2,037 2,001 

機械・運搬具（純額） 1,533 1,596 

工具器具・備品（純額） 84 71 

土地 11,994 12,203 

建設仮勘定 30 163 

有形固定資産合計 15,680 16,036 

無形固定資産 105 90 

投資その他の資産 

投資有価証券 329 256 

関係会社株式 163 201 

長期貸付金 32 72 

関係会社長期貸付金 311 126 

破産更生債権等 935 919 

その他 489 443 

貸倒引当金 △883 △880 

投資その他の資産合計 1,378 1,139 

固定資産合計 17,164 17,266 

資産合計 48,633 47,676 
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(単位：百万円) 

前事業年度 
(平成20年３月31日) 

当事業年度 
(平成21年３月31日) 

負債の部 

流動負債 

支払手形 9,750 8,273 

工事未払金 9,998 9,218 

買掛金 4,926 4,534 

短期借入金 1,575 1,752 

未払法人税等 6 102 

未成工事受入金 1,989 3,833 

完成工事補償引当金 81 144 

工事損失引当金 11 40 

賞与引当金 257 267 

営業外支払手形 291 186 

その他 510 693 

流動負債合計 29,398 29,045 

固定負債 

長期借入金 11,665 10,665 

退職給付引当金 3,024 3,222 

繰延税金負債 2 0 

その他 27 27 

固定負債合計 14,720 13,915 

負債合計 44,118 42,961 

純資産の部 

株主資本 

資本金 2,000 2,000 

資本剰余金 

資本準備金 500 500 

その他資本剰余金 1,050 1,050 

資本剰余金合計 1,550 1,550 

利益剰余金 

その他利益剰余金 

繰越利益剰余金 930 1,173 

利益剰余金合計 930 1,173 

自己株式 △17 △18 

株主資本合計 4,463 4,705 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 51 10 

評価・換算差額等合計 51 10 

純資産合計 4,514 4,715 

負債純資産合計 48,633 47,676 
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(2) 損益計算書 

(単位：百万円) 

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

売上高 

完成工事高 51,007 41,469 

製品売上高 19,041 20,155 

売上高合計 70,049 61,624 

売上原価 

完成工事原価 48,140 39,401 

製品売上原価 16,962 16,900 

売上原価合計 65,103 56,301 

売上総利益 

完成工事総利益 2,866 2,068 

製品売上総利益 2,078 3,254 

売上総利益合計 4,945 5,322 

販売費及び一般管理費 4,242 4,621 

営業利益 703 701 

営業外収益 

受取利息 18 18 

受取配当金 391 5 

雑収入 72 58 

営業外収益合計 482 82 

営業外費用 

支払利息 345 349 

雑支出 64 58 

営業外費用合計 410 408 

経常利益 775 376 

特別利益 

固定資産売却益 1 8 

貸倒引当金戻入額 28 8 

その他 5 1 

特別利益合計 35 18 

特別損失 

固定資産売却損 5 7 

固定資産除却損 80 12 

子会社株式等評価損 274 7 

減損損失 69 － 

その他 79 55 

特別損失合計 509 82 

税引前当期純利益 301 312 

法人税、住民税及び事業税 39 69 

当期純利益 261 243 
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(3) 株主資本等変動計算書 

(単位：百万円) 

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

株主資本 

資本金 

前期末残高 2,000 2,000 

当期末残高 2,000 2,000 

資本剰余金 

資本準備金 

前期末残高 500 500 

当期末残高 500 500 

その他資本剰余金 

前期末残高 1,050 1,050 

当期変動額 

自己株式の処分 － △0 

当期変動額合計 － △0 

当期末残高 1,050 1,050 

資本剰余金合計 

前期末残高 1,550 1,550 

当期変動額 

自己株式の処分 － △0 

当期変動額合計 － △0 

当期末残高 1,550 1,550 

利益剰余金 

その他利益剰余金 

繰越利益剰余金 

前期末残高 668 930 

当期変動額 

当期純利益 261 243 

当期変動額合計 261 243 

当期末残高 930 1,173 

利益剰余金合計 

前期末残高 668 930 

当期変動額 

当期純利益 261 243 

当期変動額合計 261 243 

当期末残高 930 1,173 

自己株式 

前期末残高 △15 △17 

当期変動額 

自己株式の取得 △1 △1 

自己株式の処分 － 0 

当期変動額合計 △1 △1 

当期末残高 △17 △18 

世紀東急工業株式会社（1898）　平成21年3月期　決算短信

-22-



  

(単位：百万円) 

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

株主資本合計 

前期末残高 4,203 4,463 

当期変動額 

当期純利益 261 243 

自己株式の取得 △1 △1 

自己株式の処分 － 0 

当期変動額合計 259 241 

当期末残高 4,463 4,705 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

前期末残高 119 51 

当期変動額 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △68 △40 

当期変動額合計 △68 △40 

当期末残高 51 10 

評価・換算差額等合計 

前期末残高 119 51 

当期変動額 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △68 △40 

当期変動額合計 △68 △40 

当期末残高 51 10 

純資産合計 

前期末残高 4,322 4,514 

当期変動額 

当期純利益 261 243 

自己株式の取得 △1 △1 

自己株式の処分 － 0 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △68 △40 

当期変動額合計 191 201 

当期末残高 4,514 4,715 
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   該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記
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